
複製本番号 新聞名 元号 年 西暦年月日 段 記                   事

S02542 大阪朝日新聞 大正 9 19200917 1-2 入場者七千名を超ゆ 福井の自由画展覧会 第三日の盛況 疑問は解かる

本社の催しに依って 県教育会坪川信一氏談(県下教育家連中の中には

「自由画」といふ自由といふう字のみにコダワツて種々な疑問とおそ

れがあったらしいのです。それがこの御催しによつて（中略）自由画

を全く知らなかつた人々にも十分の理解が得られる事と思つて非常に

うれしく感ずる次第であります）

S02554 大阪朝日新聞 大正 12 19230719 4
両夜とも 非常な盛況 福井の野外活写（福井電飾会主催 オリンピック

良子女王殿下西遊　関西婦人連合大会　ヒマラヤ登山等　福井県庁内

自治と教育の編集主任坪川信一氏 説明の任17日、18日）

S02560 大阪朝日新聞 大正 14 19250220 2-5 出来ることなら 旧県庁舎跡に

三階建の大建築がしたい

それから私立女学校が一つほしい

坪井福井商議書記長談

（「坪川」誤植か 坪川信一）

S02561 大阪朝日新聞 大正 14 19250402 3-5 競技会のための 競技会ではだめ 店頭装飾について 坪川福井商議書記

長の希望（店頭装飾競技会 福井商業会議所 坪川信一）

S02561 大阪朝日新聞 大正 14 19250418 5-6 横須賀では大変 期待して居る 「関東遭難美談」刊行について 坪川信

一氏帰来談（南条郡教育会 特務艦関東「遭難美談」の編集を坪川信一

氏に依頼　南条郡教育会編『関東艦の想出』1935年刊行）

S02564 大阪朝日新聞 昭和 1 19260213 3-4 福井局が 県庁舎跡へ？ またいろいろ噂が出る（福井郵便局 坪川商業

会議所書記長 知事の内意を受け 県庁舎跡地問題のため滞京中 坪川信

一）

S02564 大阪朝日新聞 昭和 1 19260218 3-4 県外の人に売るのは惜しい

売らねばならぬ

県庁舎敷地

（福井商業会議所書記長

 坪川信一 ）

S02564 大阪朝日新聞 昭和 1 19260306 1-2 旧県庁舎敷地 いよいよ切売り 県内の小口申込から ぼつぼつ公入札

（6000余坪 福井商業会議所書記長 坪川信一）

S02565 大阪朝日新聞 昭和 1 19260407 7-8 ロシア博覧会 いよいよ十八日から 福井商陳で開催（福井商業会議所

坪川信一書記長 上京）

S02565 大阪朝日新聞 昭和 1 19260625 9-10 九十九河原で 納涼場の計画 活動写真其他を設けて 昼夜煙火を打揚げ

る（福井商工会議所 坪川信一 書記長談）

S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261007 6-7 臨時社村会 学校問題は建議案とし附議 坪川書記長談（学校統一の調

停役として奔走 坪川信一談話あり）

S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261027 5-6

三秀園を開放し 客足を引く計画 商品陳列所利用策 繁栄会坪川商議書

記長語る（地方繁栄会が陳列所移転反対 世話役坪川信一の談話）

だるま屋開業までの坪川信一関連の新聞記事

地下室は、食堂にして

心地いい簡単な食事ができ、

貸室の小間は小集会に、2

階の大広間は公会堂にして、

市民講座だ、展覧会だ、活

動写真だと手広く文化運動

に働いてみたら愉快なこと

だろう

県庁跡地は

出来ることなら

地方の人で 福井県と

福井市の現在と将来を

考察してもらえる人に

買取ってもらいたい



S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261104 3-4 県陳列所の 改造に気乗薄 知事は移転の方を希望 明年度計上は困難か

（繁栄会の後援者たる商業会議所 坪川信一 市村知事）

S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261106 2-3
経費の関係 出品も覚束ない 東京博覧会勧誘につき 坪川会議所書記長

語る（明年3月 東京商業会議所主催 東京博 坪川信一）

S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261125 1-3 直取引で北満に 手をひろげたい 金物類でも外国品は安い ハルピンの

商況を視察して 坪川書記長語る（福井商業会議所 坪川信一）

S02567 大阪朝日新聞 昭和 1 19261207 4-5 ハルビン直取引 意外に交渉纏る 明春まで染色見本を 坪川書記長帰福

して語る（福井商業会議所 坪川信一）

S02568 大阪朝日新聞 昭和 2 19270107 1-2 県 市 鉄道 陸橋で行悩む 福井駅拡張は停頓の姿 会議所調停に乗出す

（福井商業会議所書記長 坪川信一）

S02568 大阪朝日新聞 昭和 2 19270111 4 得るところ 多かった 北陸書記長会議 坪川氏土産話（金沢開催 福井商

業会議所書記長 坪川信一）

S02569 大阪朝日新聞 昭和 2 19270511 6-9 着工もせず 立消えの姿 問題の福井駅拡張 不安に駆られる関係市民

（駅拡張問題に斡旋の労をとっている坪川信一 福井商業会議所書記長

は語る 鉄道側がなぜ工事に着工しないのか 県の設計書作成が遅れて

いるのだろう）

S02570 大阪朝日新聞 昭和 2 19270811 5-6 十三日から 再調査を始む 坪川書記長のとりなしで 税務当局の態度も

軟化（福井市 営業収益税問題 坪川信一）

S02570 大阪朝日新聞 昭和 2 19270904 7-8 市内各町で 移動夜店を開く 夜の市内を飾るために 市会議所の意気込

み（夜の福井市を明るくし 人の動きを多くして景気を添える 福井商

工会議所 坪川書記長は語る 坪川信一）

S02570 大阪朝日新聞 昭和 2 19270924 1-5 一喜一憂のうちに 運命の謎はとかる 郡部に魁けて市部開票 無投票区

もきのふ決定 市部の当選者（横山多吉、熊谷三太郎、坪川信一） 無

投票区 三郡の選挙会（敦賀郡 三方郡 遠敷郡）

S00354 福井新聞 昭和 2 19271118 6-8 「市長の独断専攻は 代議機関の冒険涜だ」と 県議に市議が報告 高女

移転の寄附金反対で 坪川横山両氏助役と会見（福井市会 市選出県議

坪川信一 横山多吉）

S02572 大阪朝日新聞 昭和 3 19280118 6-7
土を友としたいと 辞表を出した 商工会議所の主 坪川さん（書記長坪

川信一 17日の定期総会 満21年間の御奉公 突如辞意を声明 「生家の社

村へ帰つて土を耕すか・・・商売を始めるかいまだ決定してゐない

が、後任者が決定するまでは今まで通り仕事は続ける」）

S02572 大阪朝日新聞 昭和 3 19280119 8-9 商工会議所書記長問題 田中氏も振り 坪川氏も肯ぜず 後任の書記長 両

巨頭の板挟みか 疑問視される 坪川氏の辞職（福井商工会議所 坪川信

一）

S02573 大阪朝日新聞 昭和 3 19280613 4-5
坪川県会議員 政界を引退 正式発表は

知事帰庁後 補欠候補に鎌田氏を

（実業同志会福井支部長松井

文太郎 政友派飛島文吉　双方

より推されて当選 坪川氏は中

立議員3名で 中正会を組織 旧

福井県庁舎跡で雑貨店ダルマ屋

を経営することとなった

7月1日より開業 坪川信一）

政界だけは

どんなに努力し

ても私ごときも

のの住み家では

ない



S02573 大阪朝日新聞 昭和 3 19280623 4 坪川県議 声明書 「政界は私の住家でない」 有権者に郵送（福井市選

出 県会議員 坪川信一「政界だけはどんなに努力しても私如きものの

住み得る世界ではない」）

S02605 大阪朝日新聞 昭和 11 19360425
「若越異聞集」遠磨風土記 だるま屋 坪川信一氏

S00690 福井新聞 昭和 16 19411214 6-11 繊維製品配給 新会社設立決定 発起人総代に坪川氏 （福井県繊維製品

配給株式会社 定款 坪川信一）

S00748 福井新聞 昭和 19 19440720 4-9 生死関頭に起つ（坪川信一署名記事）

S00758 福井新聞 昭和 20 19450908 2-10 私の復興構想 密集は避けて だるま屋はぜひ再現 坪川信一


